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（東女医大誌面30巻第4号頁651一 654昭和35年4月）

本邦腎炎及びネフローゼ死亡率に及

ぼす諸要約の統計学的考察

東京女予医科大学衛生学教室（主任 吉岡博人教授）
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      第1章 緒   言

 近年における治療医学のめざましい発達，公衆

衛生の進歩発達及び衛生思想の向上によって，伝

染性疾患及び乳児疾患の発生及び死亡が著しく減

少し，国民の平均余命が延長してきたが，これに

伴い，いわゆる老人病ともいうべき脳卒中，悪性新

生物，心臓病による死亡が注目され，わが国におい

ても，種々なる研究が行われ報告されている。し

かし，これら疾患による死亡率に対する自然及び

社会的要約の影響については，ほとんどその報告

をみない。そこで著者はかかる研究もまた大いに

意義あることと思い，上記3疾患については，さき

に研究報告したので，今回は，さらに老人病の一つ

ともいえる腎炎及びネフローゼについて同様の研

究を行い，若干の知見を得たので報告する。

     第2章 資料及び研究方法

 資料
  人ロ……………昭和30年国勢調査報告（1％抽出

                 推計人口）

  腎炎及びネフR一ゼ訂正死亡率

           寿命学研究会年報（昭32）

  平均気温………中央気象台月報（昭31）

  預金高…………財政金融統計月i報64（昭31）

  エ業就業者数…昭和30年国勢調査報告

 研究方法

 わが国において，都道府県別にみた腎炎及びネフP

一ゼ死亡率の高dXIC対する気象及び社会的諸要約は種

々考えられるが，ききに，著者は脳卒中，悪性新生物

及び動脈硬化惟沁臓疾患について同様の研究を行った

ので，これにならい以下の5種に限った。

L
2．

3．

4．

5．

6．

腎炎及びネフ・一州訂正死亡率

平均気温＝Iog（年間平均気温）

加の都市集申率即吟匙…）

1世帯平均人員

冨の分祖全金鰹の警錦・・・…）

工靴指類講羅欝・・・…）

 これらの諸要約は，最近の腎炎及びネフ・一ゼの事

情を研究するため，国勢調査の行われた昭和30年度の

ものを用いた。

 以上の要約中，腎炎及びネフ・一際死亡率は，性，

年令構成を考慮して訂正死亡率を使使用した。標準人

口は昭和30年全国入口を用いた。平均気溜こ対数を用

いたのは，度数分布が一方に偏奇しているので，これ

を正常に近づかしめるためである。

 一ヒ記の諸要約と，腎炎及びネフ・一日訂正死亡率と

の関係を部分相関法を採用して，その相関係数を算出

し，いかなる要約が重要な影響を及ぼしているかを検

討した。

 部分相関の公式1）はつぎの如くである。

 r12．54・・一n

    or12．54・一・（n－1）一71n．54… （n－1）72n．54… （n－1）

   一 （1－71n．54・一（n－1））va（lm72n．54・一・（n一一1））va

 上の公式において，712．54…nという相関係数の2と

3の間の点は，その点以下の度数34…nを一定にして

その影響をのぞくことを意昧している。他の例もみな

これに準ずる。零源の相関係数は？ぎの公式2）によっ

た。

    一一撫レ

 上の公式｝こおいて，rxyは2っの変数XYの間の相

関係数で，Sx Syはそれぞれの標準偏差， x yはXY
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statistics．

一 651 一



152

 におけるそれぞれの平均からの偏差で，Nは観察数で

 ある。相関係tu rが有意であるか，有意でないかは，

 その標準誤差の2倍以上ならば有意であり，それ以下

 ならば有意でないとしたその公式は，

  零次 ・・E・12一マぐ了

  融 SE・1・・4一評岳可
  上の公式中S．E． r12， S．E．r12．・54．．nは標準誤差で，

 Nは測定数，Kは影響を除外した要素の数である。

     第3章研究の結果及び考察

  第1節 平均気温との関係

 気象的要約には種々あるが，平均気温をその代

表として検討してみることとする。

 いま腎炎及びネフローゼの訂正死亡率と平均気

温の零次の相関をみると，

   Ti2 ＝十〇． 141±O． 149

で，順相関ではあるが有意ではない。つぎに，他

の諸要約を順次に一定にしてみると，

   r12． s ＝ 十〇． 2t17±O． 151

   ri2．4 ＝十〇．318±O．151

   ri 2． s ＝： 十〇． 236±O． 151

   ri2． 6 ＝＝ 十〇． 318±O． 151

1世帯平均人員と工業化指数を一定にしたものは

有意の順相関をしめす。つぎに，これらの諸要約

を全部同時に一定にして，その影響をのぞいてみ

ると，

   r12． s4s6 ＝＝十〇．424±O．156

有意の順相関をしめす。すなわち，平均気温の高

いほど，腎炎及びネフローゼによる死亡率は高い

といいうる。

 荒井3）は腎炎死亡の季節的変化について，冬

期に死亡率が高いといっている。松田，平山4）も

同様に，冬期に多発する傾向があり，塞冷の腎機

能乃至循環機能に対する特殊な作用に影響された

ものと考えるべきであるといっている。これを地

域的にみると，温暖な九州，四国地：方に高率で，

気温の低い北海道が最低率をしめしているので，

塞冷という因子の影響ではなく，冬期における他

の因子の影響ではなかろうか。今後研究を要すべ

きであろ．う。

   第2節 人口の都市集中率との相関

 松田，平山4＞等の研究によると，慢性腎炎によ

る死亡率は，昭和6年までは，市部の：方が高率で

あったが，その年を境に爾後は郡部が高率になり

今日に至っているといっている。吉岡，諸岡等5）

の研究によると，粗死亡率では，昔は都市がはるか

に高いが，その差は漸次狭まって，昭和7年以降

は都市の方が低くなっている。訂正すると，すべ

ての年度を通じて，都市は農村の約2倍の高率を

示すこといっている。そこで，腎炎及びネフn 一一

ゼの訂正死亡率と人口都市集中率との演説の相関

をみると，

   ris ＝＝ 一〇． 262・±O． 149

逆相関ではあるが，有意ではない。つぎに，他の

諸要約を順次に一定にしてみると，

   ris．2 ：＝一e． 308±O． 151

   ri s． 4 ＝ 一〇． 141 ±O． 151

   ris． s ＝＝ 一〇． 005 ±O． 151

   ris． 6 ＝＝ 十〇． 181 ±O． 151

平均気温を一定にしたものだけが，有意の逆相関

をしめす。つぎに，これらの諸要約を全部同時に

一定にして，その影響をのぞいてみると，

   rls．24s6 ＝十〇． 135±O． 156

順相関ではあるが，有意ではない。すなわち，人

口の都市集中率という因子は，腎炎及びネフV一

儀の死亡率に対して，影響を与える因子ではない

といいうる。

   第3節 1世帯平均人員との相関

 1世帯平均人員と腎炎及びネフローゼの訂正死

亡率の零幸の相関をみると，

   ri4 ＝＝ 十〇． 383±O． 149

有意の順相関である。つぎに，他の諸要約を順次

に一定にしてみると，

   714，2 ＝二十〇．466＝ヒO．151

   ri4， s ＝＝ 十〇． 319 ±O． 151

   ri4． ro ＝ 十〇． 2ee｝8±O． 151

   ri4， 6 ＝＝ ＋O． 212±O． 151

平均気温と人口の都市集中率を一定にしたものは

有意の順相関をしめし，他の富の分布，工業化指

i数を一定にしたものは，順相関ではあるが，有意

ではない。つぎに，これらの諸要約を全部同時に

一定にして。その影響をのぞいてみると，

   T14， 2ss6 一一 十〇． 361 tO． 156

低い値ではあるが，有意の順相関をしめしてい

る。すなわち，1世帯平均人員の多いほど腎炎及

びネフu一悪の死亡率は高く，1世帯平均人員は

腎炎及びネフV一事の死亡率に影響を与える因子

であるといいうる。
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     第4節 富の分布との相関

 松田，平山等4）は，英国の統計では，高い社会

層に好発する傾向にあり，美食が本病発生に誘発

的に作用するのではないかといっている。そこ

で，富の分布と腎炎及びネフローゼの訂正死亡率

との相関をみると，

   ris ＝＝ 一〇． 341±O． 149

有意の逆相関をしめし，富の程度の低いほど，死

亡率は高いことになる。そこで，他の諸要約を順

次に一定にしてみると，

   rls．2 ＝一〇．385±O．151

   rls． s ＝一〇． 2i2“±O． 151

   r15．4 ・ニーO．198＝±＝O．151

   ris． 6 ＝＝ 十〇． 162・±O． 151

平均気温を一定にしたものだけが有意の逆相関を

しめしている、つぎに，これらの諸要約を全部同

時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   γ15．・2s46＝＋0．228±0．156

順相関ではてるが，有意ではない。すなわち，富

の分布は腎炎及びネフローゼの死亡率に対して影

響を与える因子ではないといいうる。零次におい

て有意であるかのようにみえたのは，富の分布と

工業化指数とが，十〇・881±O・149という高い有

意の順相関をしめし，しかも，後に述べるように

工業化指数は腎炎及びネフローゼの死亡率に対し

て影響を与える因子であるので，その影響をうけ

て，有意であるようにみえたのである。

    第5節工業化指数との相関

 腎炎及びネフローゼの死亡率と工業化指数との

関係については，文献に明らかでないが，松田，

平山等4）は農業と無職の者に多いといっている。

そこで，腎炎及びネフローゼの訂正死亡率と工業

化指数との零次の相関をみると7．

   r16 ＝・一〇．464＝ヒ0．149

有意の逆相関をしめす。すなわち，工業化指数の

高いほど，腎炎及びネフPt 一一iz“の訂正死亡率は低

いことになる。つぎに，他の諸要約を順次に一定

にしてみると，

   ri6．2 ＝ 一〇．531±O． 151

   ri6． s ＝＝ 一〇． 430±O． 151

   r16．4 ＝一〇．349±O．151

   ri6． s ＝ 一〇． 369±O． 151

すべて有意の逆相関である。そこで，これらの諸

要約を全部同時に一定にして，その影響をのぞい

てみると，

   r16． 2s4s ＝ 一〇． 454・±O． 156

やはり有意の逆相関である。すなわち，工業化指

数高いほど，腎炎及びネフローゼの訂正死亡率は

低く，工業化指数は腎炎及びネフm一ゼ訂正死亡

率に影響を及ぼす因子であるといいうる。

      第4章：総括及び結論

 腎炎及びネフローゼの訂正死亡率に及ぼす自然

及び社会的要約の影響について，昭和30年度にお

ける都道府県別にみた腎炎及びネフn 一一 tiの訂正

死亡率の大小と，平均気温，入口の都市集中率，

1世帯平均人員，富の分布，工業化指数の5種の

要約との部分相関を検討したのであるが，その結

巣を総括すれば，つぎのとおりである。

 Cl）平均気温

 腎炎及びネフローゼ訂正死亡率と平均気温との

零次の相関をみると，

   f12 ＝十〇． 141±O． 149

順相関ではあるが，有意ではない。そこで他の諸

要約を全部同時に一定にして，その影響をのぞい

てみると，

   7’12． s4s6 ＝ 十〇． 424±．一〇． 156

有意の順相関である。すなわち，平均気温は腎炎

及びネフローゼの死亡率に影響を及ぼす因予・であ

るといいうる。

 （2）人口の都市集中率

 腎炎及びネフローゼの訂正死亡率と人口の都市

集中率との零次の相関をみると，

   ris ＝＝ 一〇． 2・62±O． 149

有意ではない。そこで，他の諸要約を全部同時に

一定にして，その影響をのぞいてみると，

   715． 2456＝：十〇．135±0．156

やはり，有意ではない。すなわち，人口の都市集

中率は腎：炎及びネフローゼの死亡率に影響を及ぼ

す因子ではない。

 麟 1世帯平均人員

 腎炎及びネフローゼの訂正死亡率と1世帯平均

人員との野次の相関をみると，

   Ti4 ＝＝ 十〇． 383±O． 149

有意：の順相関である。つぎに，他の諸要約を塗：部

同時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   r14， 2ss6 ＝ 十〇． 361±O． 156

低い値ではあるが，やはり有意の順相関である。

すなわち，1世帯平均人員は腎炎及びネフロ・・一ゼ
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死亡率に影響を及ぼす因子である。

 〔4）富の分布

 腎炎及びネフローゼ訂正死亡率と富の分布との

三次相関をみると，

   ris ＝ 一〇． 341±O． 149

有意の逆相関である。つぎに，他の諸要約を全部

同時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   rls． 2s46 ＝＝ 十〇． 22・8±O． 156

順相関ではあるが，有意ではない。すなわち，富

の分布は腎炎及びネフV－ti死亡率に影響を及ぼ

す因子ではない。

 ⑤ 工業化指数

 腎炎及びネフローゼ訂正死亡率と工業化指数と

の零次の相関をみると，

   ri6 ＝＝ 一〇， 464±O． 149

有意の逆相関である。つぎに，他の諸要約を全部

同時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   r16，2s4s ＝＝ 一〇． 454±O． 156

やはり，有意の逆相関である。すなわち，工業化

指数は腎炎及びネフローゼ死亡率に影響を及ぼす

因子である。

 以上の所見により，腎炎及びネフローゼの訂正

死亡率に及ぼす自然及び社会的要約の影響は，こ

れを零次でみると，1世帯平均入員，富の分布，工

業化指数が影響を及ぼす因子となっている。しか

し，部分相関法により，他の諸要約の影響をのぞ

いてみると，平均気温 1世帯平均入員，工業化

指数が影響を及ぼす因子となり，他の入口の都市

集申率，富の分布は，影響を及ぼす因子とはならな

い。零次において，富の分布が影響を及ぼす因子

であるかのようにみえたのは，他の因子の介在に

よる二次的な関係で，実際には，影響を及ぼす因

子ではない。これを要するに，腎炎及びネフロー

ゼ訂正死亡率は，気温が高く，1世帯平均人員が

多く，しかも，工業化指数の低い地方に多いとい

うことがわカ〉るQ
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